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■ 病院案内

※第２・第４月曜日が休診になります。
木曜と土曜の午後・日・祝日は休診です。
木曜・土曜の午後やお昼休みに往診・手術が出来ます。（要予約）

■ スタッフのつぶやき・・・担当：川口つぎえ■ 松下ひふ科イベント2014

広報
パティオ コンサート４11 月

龍一郎作品展

忘年会 in 城見

1２月

職員旅行
in ハウステンボス

７月

あけまして おめでとう ございます

2015年、新たな気持ちで新年をお迎えのことと思い

ます。今年はひつじ年

※ 未の干支の由来

『群れをなす羊は家族の安泰を示し、いつまでも平和

に暮らすことを意味する。穏やかで人情に厚い・・・』

という事だそうです。

皆様におかれましても、穏やかに平和で幸多き 1 年で

ありますように心よりお祈り申し上げます。

私たちスタッフ一同、羊の群れのように暖かく包み込

むような笑顔とチームワークで頑張っていきたいと思

います。今年もよろしくお願い致します。



■

　初めまして。私は、松下先生との土地の売買が御縁で、

半年程前からお付き合いをさせていただいている、田浦

勝也と言います。 この広報に登場される方は、何かの先

生・事業主・アーティストと素晴らしい方達ばかりですが、

何と初の肩書きなしの投稿です ( 笑 ) 。何故肩書きがな

いかと言いますと、５０才を前にして、自分の人生をリセッ

トする為に、百数十年続いた家業も家も土地も手放した

からです。 松下先生と廻り合い、五十年近い人生の「断

捨離」を実行する事が出来たのです。

 [ 断 ]=入って来る要らない物を断つ。

 [ 捨 ]= 身の回りにある要らないものを捨てる。

 [ 離 ]= 全ての執着から離れる。

 広報 No.18 で先生も語っておられますが、しがらみ・

利権・過去の記憶・必要のない物・必要のない人間関係・

色々な物を、勇気を持って [ 手放す ] 行動をしたのです。

 長年暮らして来た家の解体。先祖への自責の念。複雑

な心境も有りましたが、見事に再生への一歩を踏み出せ

たと痛感しています。

 この数ヶ月間に、先生のメンター ( 師 ) である棟方先生

を初め、 ”波動シンガー”パティオ & ミライさん夫婦・

”タロット”松尾さん・”神の手”宇土さん・”ラストサ

ムライ設計士”吉田氏・”石のアーティスト”泉里君・

”長崎の歌姫”果里さん・”魂の書道家”龍一郎先生、

その他たくさんの「いっちゃっている人」( 先生がそう呼

びます ) に会わせていただきました。 まぁ～皆さん楽し

いの何のって !! いっちゃってるんです ( 笑 ) つまり、色ん

な苦難を乗り越えて、突き抜けて生きている人達ばかり

なんです！

 私の硬直していた人間関係が一気に弾けて、さらに開花

した感じです。

【覚醒】から【覚生】へ

 先生が、僕の回りの人がどんどん【覚醒】してきてると、

口癖の様に言われます。私もその一人だと思っています。

私の場合、目覚めから新たなステージに向かって突き抜

けて生きて行くと言う事が、使命だと心に誓っています。

 【覚生】と言うのは、私の造語ですが、八方塞がりだっ

た自分の人生を「手放す」事で再生し、新しい出会いに

学び共に生きる !!

 これが今の私の肩書きです。

 この広報に目を通された方にメッセージを送ります。

 人は変われます。変なこだわりや執着を手放しましょう！

そしてワクワク・ドキドキする楽しい日々を過ごす為に、

手を取り、皆で明るく楽しい平和な社会を取り戻しましょ

う !!! 最後に魂の書道家龍一郎先生が、私にインスピレー

ションで書いて下さったメッセージを皆さま方にも、お届

けします。  『それでも世界は光に満ちている』

 全ての出会いに感謝 !!!　　　　　　           

■ 先生のお友達・・・　田浦　勝也さん
今回は、まだ出会って半年程ですが、間違い
なく一生の仲間になると確信している田浦さ
んの登場です。すーっと、私に入り込んでき
て、私の仲間達に次々に出会い、そして彼は

覚醒しちゃいました。全ては必然ですが、今回の彼の覚醒は見てい
て、非常に興味深かったです。出会いは、今でなければならなかっ
たのです。私に出会う 10 年程前から彼はいろんな弱い人々を救お
うと奔走しました（彼は小さい時からリーダーでした）。しかし、こ
とごとく失敗したそうです。私から言わせれば、これはいけない。
人を救おう、これは上から目線です。私が大好きな吉田松陰（今
年の大河ドラマ）は、一人ひとりを弟子ではなく友人として扱い、
お互いの目標について同じ目線で真剣に語り合った。いかに生きる
かという志さえ立たせることができれば、人生そのものが学問に変
わり、あとは生徒が勝手に学んでくれると信じていた。そう、対等
でなければいけないのだ、そして、全てをやってあげてはいけない、
いかに生きるかのヒントを与えればいいのだ。教える者の生き方が、
学ぶ者を感化してはじめてその効果が得られるのだ。私も皆さんに
対して対等でやっているつもりだ（医者のプライドも “手放している”
ので（笑））。皆さんにも、少しでも私の生き様を感じて欲しい（そ
のために、この広報、そしてブログ「たいぞうの部屋」も書いている）。
そうすると、病気の治りも早いのではないだろうか？私は出身大学
（慈恵医大）の理念『病気を診ずして　病人を診よ』でこれからも
皆さんに向き合っていきます。それともう一つ、田浦さんにもよく
言うのだが、方向性（ベクトル）が違う人にいくら言っても無駄だ。
覚醒したくない人にとっては大きなお世話なのだ。そういう人は、
今世はそれでいいのだ。もっと成長したいと思っている同じ方向性
を持つ人達と共に歩けばいいのだ。我々凡人には、万人を救えと言っ
たキリスト、お釈迦様にはなれない。私事だが、昨年、一生の仲間（魂
の友）となるであろう 6 人に出会った。今年も数多くの仲間に出会
いそうな予感がする。と言うか、絶対出会う。「心で強く思えば　
事は成す」、皆さん、強く願い全てを引き寄せましょう。


